
1 ノリの生産量は平成12年漁期 （平成１２年１１月～平成１３年４月生産）の不作を除けば一貫して増加傾向。
2 貝類漁獲量の減少傾向は、諫早湾干拓事業が開始されるずっと前から始まっている。
3 ノリ養殖への酸処理剤の使用が、貝類等の漁獲量減少に大きく影響しているとの指摘もある。
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（出典：平成１３年９月２０日開催のノリの第三者委員会中間報告書資料、「農林水産省　農林水産統計年報」、ノリ入札結果（全漁連九州事業所発表））　※暦年で整理
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熊本新港建設工事

筑後大堰の建設工事

諫早湾干拓事業

福岡県・熊本県が酸処理開始

三池炭坑海底陥没埋戻工事

ノリは増加傾向

貝類は干拓以前から大きく変動

雲仙・普賢岳噴火

佐賀県が酸処理開始

酸処理有効性発見

有明海における魚介類が減少した時期は、熊本新港や筑後大堰などの大型公共事業やノリの酸処
理剤使用開始時期と一致。

佐賀県では平成22年度に販売枚数が過去最高を記録

ノリの生産は右肩上がりのトレンド

平成２３年度は、過去５年平均
の９割


